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研究の立場

研究のあゆみ

前研究では， I人間の営みに共感 し，自 らの生

き方に生かす社会科授業」を目指 し，思考 ・判断，

表現-技能の発達特性の系統を基に，学習内容，

評価，指導方法の在り方を研究した。その結果，

わかる ・できる喜びゃ楽しさを味わっていくこと

は，社会的な見方 -考え方が高まっていくことに

つながるということが明らかになった。 【国 1 人聞の営みに共1111-.自分の生き方を聞い鏡ける学びの糊1

しかし，全ての子どもが社会科を学ぶ意味を見出し その学びに自信を持ち，学んだ

ことを新たな社会的事象と出合ったときに生かしたり 自分の生き方に生かしたりして

いるのかというとまだ不十分なこともあった。

そこで，平成18年度から 「人間の営みに共感し，自分の生き方を問い続ける社会科授

業の創造Jというテーマの下 l年次は図 Iのように 子どもが人間の営みを共感的に

学び取る過程において 三つの培いたい力を関連させながら自分の生き方とのつながり

を見出していけるような姿を目指し，学習内容や指導方法についての基本的な考え方を

. 1IfIII=.....一一…‘+温白骨一一一一 l 明らかに した。 2年次は培いたい力を確実に身

に付けるための学習内容を各学習過程に焦点を

当て，発揮される力の状況から検討した。例えば，

第 6学年単元 「平和で豊かな社会を目指して」で

は，図 2のように，単元の「まとめる・生かす」

過程で知識・理解が不十分な状況が，なぜそのよ

過程に表れた子どもの鎗い;まちZZF占して』回目つかむ』 うになったか原因を分析していくと， Iつかむ」過

程で追究対象に対する関心・ 意欲を高めていないことが分かつた。そこで 「奄美の本土

復帰運動Jという地域素材を生かした学習内容を設定した。つまり 培いたい力が身に

付いていない状況が各学習過程のどこに原因があるかを明 らかに し 学習内容の妥当性

を探ったのである O また 培いたい力を見取るための自己評価についても具体化を図った。

(2 研究の方向 l 
これまでの実践では 「人間の営みに共感し 自分の生き方を問い続ける」ために，

社会科における三つの培いたい力である「関心・ 意欲，態度JI知識・理解JI問題解決

能力Jの関連に着目した学習内容や指導方法について研究をしてきた。その結果，学習

指導要領改訂に向けた学習内容の検討や子どもがよりよく人間の営みに共感したり ，自

分の生き方を問い続けたりするための指導方法の改善が今後の課題となった。

そこで，本年度はこれまでの目標研究，学習内容研究を踏襲しながらも，学習内容を

確実に定着させるための指導方法に焦点を当てる O つまり， 1年次研究で想定した， I人
間の営みに共感し，自分の生き方を問い続けるj姿がよりよく 表れるための学習内容，

指導方法を含んだ学習指導を具体化 していくこととする O

そのために，三つの培いたい力を十分に発揮している子どもがどのような姿を表すの

かを，昨年度研究までの自己評価カ ードや授業中における子どもの姿等を基に分析した。

すると，自己評価カードからは，図 3のように， I資料を基に自分なりの追究ができた。

わかった。」と自分の学びのよさを味わっている姿が表れた際に 三つの培いたい力を十
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分に発揮しているということが分かつた。

しかし，すべての子どもが自分の学びのよ

さを味わっているとは言えない状況が見ら

明らかになっていた。このことからも，子どもが自分の学びのよさを味わうことができる

ような学習指導を検討-していくことで 子どもの培いたい力をさらに高めていけること

につながるのではないかと考えた。

そこで，本年度は以下のようなサブテーマを設定し， I人間の営みに共感し，自分の生

き方を問い続ける」姿がよりよく表れる学習指導について研究を進めていきたい。

人聞の営みに共感し，自分の生き方を問い続ける社会科授業の創造皿
~新たな社会的事象に対して自分の学びのよさを味わいながら解決する学習指導~
E 本年度の研究内容

[ ， 新たな社会的事象に対して自分の学びのよさを味わいながら解決するとは ) 

子どもたちは授業や日々の生活において， I人と人JI人と社会JI人と自然jの関係

から成る社会的事象に触れる O 子どもたちにとってこれらの出合いは常に新たな出合い

であり，その新たな出合いを通して社会認識を深めたり，広げたりすることができる。

その際，これまでに学んだことを駆使し，新たな社会的事象を追究することで，自分の

学びが連続，発展していく O その連続，発展する姿こそが自分の学びのよさを味わう姿

であると言える D 自分の学びのよさを味わうためには表 2のように三つの感覚に着目

し，重点的に見取っていくことにする D なぜなら，自分の学びのよさを味わうための感

覚は多様に有ると考えられるが (全体論文P5参照)，社会科では前の学習での見方・

考え方を生かして次の追究対象を追究する機会が多く，自分の学んだ内容や方法に自信

を持つ有能感・有用感や自分の解決方法を見出そっとする自己決定感が特に表れやすい

からである O また これらの感覚を味わわせることはその他の感覚も同時に味わわせる

ことができると考えられ，受容感を味わわせることでこれらの感覚をより深く味わうこ

とができるからである O なお これらの感覚は地理的な学習内容に限らず，その他の学

習内容でも味わえると考えられ，この三つの感覚を充分に味わわせることで， 三つの培

いたい力を確実に身に付けられると考えられる O

つまり， 新たな社会的事象に対して， 自分の学びのよさを味わいながら解決するとは，

表 2のような感覚を相互に関連させながら，問題解決能力を発揮し，社会的事象に対す

る認識を広げたり，深めたりすることである。
【表 2 自分の学びのよさを味わう基になる感覚とその具体的な姿】

自分の学びのよさの基になる感覚 具体的な子どもの姿

や「出自方会分法っはてに自自も分信自で分を解持の決追つす有究る方能こ感法とを-が有活で用用き!で惑るき。新しい社会的事だ象内に 夫か「日jっ本たとのいん水だう産な自業。分の友が特達考色にえを知るためにをは追. r水産業にたずさわる人身の工る。j等の学ん 容 た内容やそれ 究する方法は自分のやり方でよ
イ言 も教えられてよかったな。」

「新しい問題でも 自分で解決す方る法を己見決出定している。」等の白 「農業の学習で学んだ地図の見方を活用して，水産業の感んな地域の
分の解決方法を見出そうと 自 感 ことも調べてみたいな。」

容「自や分方の法追を究認しめたら内れ容たやと方、法λがほめられた。J等の調べた内 「自分のグラフの見方がみんなにわかってもらえて良かったな。」
しつ受容感

。。
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(2 新たな社会的事象に対して自分の学びのよさを味わいながら解決する学習指導とは)

1年次研究において設定した子どもの「人間の営みに共

感し，自分の生き方を問い続けるJ姿に対して，表 2で示「自分間拘引

した感覚に着 目し，子どもの姿を三つの力の関連で具仲|幡町四閣・

的な姿 を見取る O その際，図 4のように，どのような感覚

が不足していたかという視点で子どもの姿を分析し，学

習内容や指導方法を含めた学習指導の改善 を図ることに

する O

例えば， 第 5学年小単元「わたしたちのくらしと水産【図4 新たな社会的事象に対して自分のよさを昧

業Jにおいて， I地図を使って水産業が盛んな地域が分かわいながら解決する学習指導の基本的な考え方]

った。jという姿が不十分であった際は， I問題解決能力，知識・理解」 と「関心 -意欲，

態度jの関連での有能感や有用感が不足しているといえる O そこで， I海流と漁港の位置

の関係」という学習内容を付加し，地図を効果的に活用させる指導方法を設定し，子ど

もが自分の学びのよさを味わいながら学習に取り組めるようにする O

つまり， 新たな社会的事象に対して， 自分の学びのよさを味わいながら解決する学習

指導とは，三つの培いたい力を確実に身に付けるために，表 2に示された感覚を視点に

して認識面との関連を基に考慮した学習内容や指導方法のことである。

(3 新たな社会的事象に対して自分の学びのよさを味わいながら解決する学習指導の具体化)

(1) 新たな社会的事象に対して自分の学びのよさを味わいながら解決する学習内容

授業の具体化に当たっては， 三つの感覚に着目し 蜘

て，子どもが自分の学びのよさを味わいながら学べ

るように学習内容，指導方法を明 らかにする必要が

ある O 学習内容設定に関しては， 基本的には 2年次

研究で明らかにな った学習内容の要件を踏まえなが

ら，子どもが味わう 三つの感覚を基に学習内容を見直 【図 5 本研究の学習内容設定の基本

すようにする o (図 5) 的な考え方】

例えば，第 6学年単元 「明治維新をっくり出した人々」では，明治維新に関する基

礎的 ・基本的内容の定着率は高かった。 しかし，明治維新で鹿児島出身の数多くの人

物が活躍しているのにもかかわ らず， I生かすJ過程において自分の学び方で鹿児島の

人物を調べてみようという自己決定感や自分が調べた方法に対する有能感・有用感を

もっ子どもが少なかった。そこで，西郷隆盛の活躍を軸として明治維新を追究する学

習内容の構造を見直した。そうすることで，様々な資料を活用し，西郷隆盛を中心と

した鹿児島の多 くの人物が明治維新にかかわり，日本を大きく変えていったことをと

らえることができた。そして，同時にそのようなことを知ることができたという 喜び

を味わい， 三つの培いたい力を確実に身に付けることができたのであるo

また，右のような学習指導要領改 l 〈小学校指導要領案 改訂のポイントから (H20.2. 15) > 
10 47都道府県の名称と位置，世界の主な大陸と海洋，主な国

訂に向けた学習内容も加味し， これ lの名称と位置など学習や生活の基盤となる知識についての
| 学習を充実。

までの研究を生かして学習内容を 10我が国の代表的な文化遺産や縄文時代の生活など，我が
! 国の伝統や文化についての学習を充実。

精選したい。そして，新たな社会的 10環境や防災，情報化，法や経済の基礎となる内容など，ょ
事象に対してこれまで以上に問題 | りよい社会の形成への参画にかかわる学習を充実

意識を持ちながら，問題解決能力を発揮し，取り組んでいける内容を取り入れたい。

Q
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(2) 新たな社会的事象に対して自分の学びのよさを味わいながら解決する指導方法

新たな社会的事象に対して自分の学びの よさを味わいながら解決する指導方法 (以

下指導方法と示す)に関しては，三つの感覚を味わわせるために，これまでの研究を

踏襲しながら，学習過程ごとに検討し，さらに具体化 していく O

子どもが，問題解決能力を十分に発揮し，社会的な見方 ・考え方を広げたり ，深め

たりするためには，子どもが三つの感覚を味わいながら，社会的事象に対してどのよ

うに出合い，解決していくかを考える必要がある O そのため，指導方法としては，教

師が学習環境を整える必要性から「学習の形態・場」という視点と子どもが中心概念

に迫ることができる ような働きかけを行う 必要性から，学習活動，発問，板書，評価

等を中心とした 「教師の具体的な働きかけ」という視点が大切であると考える O そこ

で，表3のような指導方法の視点と基本的な考え方から，指導方法を精選するために，

指導方法の要件を設定し，それを基に指導方法を考え，具体化 していくことにする O

【表 3 社会科における指導方法の視点と基本的な考え方】

指導方法の視点 基本的な考え方

学習過程 人間の営みを共感的に学び取るための過程を構成する。 l小単冗 1サイ クルの問題解決学習
(1っかむJ1立てるJ1調べるJ1まとめるJ1生かすJ)を基本とする。(全領域で共通)

学習の形態 -場 子ども 同土が学び合い，学ぶ価値を実感しながら，社会的事象に対する見方 ・考え方を深めた
り，広げたりできるような環境設定や追究の際のグループ編成

教師の具体的な 子ども一人一人が自分の生き方を問い続けることができるようにするための学習活動を用意
働きかけ するとともに，発問や資料提示，板書，評価等を行う。

指導方法の要件の設定にあたっては，まず，指導方法の視点を基に， 三つの感覚が

「どのような働きかけを行ったときに特に見出せたか。Jという視点でこれまでの実践

を見直すと共に， Iこの ような働きかけを行えばこのような子どもの姿が表れるであ

ろう 。」という想定も含めて，要件を見出していくことにする O

小学校社会科においては，それぞれの単元の特質を考えたときに単元を表 4のよう

な領域に分けることができる O

【表4 各単元の学年・領域別の分類】

学年 | 地理的領域 | 産業的領域 i 公民的領域 |歴史的領域

3年|・学校のまわりの様子 卜市の人々 の買し、物 -みんなのつかうしせっ 1.背のくらし
|鹿児島市大発見 ト ボンタンアメ工場の仕事

4年 |・県の地図を広げて 1_______ 卜 わたしたちのくらしと水 |・用水をヲ|く
-県のいろいろな地いきの ------- 卜 わたしたちのくらしとごみ
人々のくらし ------- ・安全なく らしを守る

-s-i"f記元ーじど五ゐ1主石面王一F記元じだt;，丙て百じと嘉一.7J，雇柔- ー
・わたしたちのくらしと環境ト わたしたちのくらしと工業生産
-わたしたちのくらしと森林卜わたしたちのく らしと 育報産業

6ヰドζζ二 -----r三二二ここここ一一一一一一一一---rわ元一じ五五万G じ均一昨スーゅ ーとも
-世界の中の日本 | しと歴史

※ 領域ごとに具体

化する。

【図 6 指導方法の要件を基にした授業の具体化のモデル】

そこで， 指導方法もこの 4つの

領域で分類できると考えた。

授業へ具体化するに当た って

は，図 4で示されるように，まず，

単元の目標分析を行う O 次に，学

習内容の要件を基に三つの感覚

も考慮して学習内容を設定する O

さらに，指導方法の要件を基に指

導方法を検討する O その際，学年

の発達段階も考慮し， 単元ごとに

さらに具体化できるようにする O
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以上のような考え方を基に指導方法の要件を示すと ，表 5のようになるO

【表 5 指導方法の要件】
過|学習の | 教師の具体的な働きかけ 11 教師の具体的な働きかけ(領域別)@ 資料

|形態 場|③ 評価(4領域共通 11 地理的側 ! 産業的領媛 ! 公 民 的 制 1 歴史的領織

l操作活動|⑧:ゥェッビング図→実態把握11⑧:地図-地形図等 l⑧ :実物 I調査活動 :学習対象付@:絵図，写真，年
話し合い|これまでに学んだ方法に自信|ト資料を基に，気ト 実物を基に，気|について，身近な場表

|を持つ有能感・有用感を味わ11 1寸きや自分の経験| 付きゃ自分の経験自所の簡単な調査をさ→ 略年表か ら時代
個→全体 |わせるために 資料を基に新11 で知っていること| で知っていることトせる。 1の大まかな流れの

Il:-く出会った事象をこれまで11を発表させる。 1を発表させる。 I@:実物，写真，制 中の位置付けを考
の学習で得た知識と比較したII@:写真・絵図等 |⑧・写真 ・統計資料言|資料 | えさせるとともに，
り，関係付けたりして考えさ|ト→地形や土地利用等時 卜，資料と調査活露出資料同士の比較を
せる。 1 1 に着目させ，地域のト， 実物と統計資判 の結果を比較し叫基に話し合い，疑
@発 言 ノート，振り返り 11 桜子や自然条件，そ| と関連させ，生産| り，関連付けたり| 問点や矛盾点を明
カード等 1 1 こに住む人々のくら| の様子について疑| して，追究対象の川 らかにさせ，学習
→ 学んだ内容と子 どもの感11 しについて疑問をも| 問をもたせ，学習|働きについて疑問 問題を焦点化させ

覚を評価 1 1 たせ，学習問題を焦| 問題を焦点化させ| をもたせ，学習問 る。

一一通-4i山一一一I一白存丙偏訣元?会長1克，'l:lぞう-卜LAJt竺i:t主ー _J 空0・一一一一一 一一一一一 --L ~題全竺坦坐手竺竺411グル ープlとね白一抹:l地別条例と人々l-力日蹴の役割自1政治文化人々→全体 |るために，追究する内容や方11のくらしの視点から|な地域の様子，他地|たちの生活との関il[1のくらしを中心とし
i去等の追究計一闘を明らかにさ 1 1 追究の柱を立てさせ↓域とのつながり等のト等の追究の柱を立て1た追究の柱を立てさ
lせるようにし， 追究の柱を立1 1る。 ネ完点から追究の柱を|させる。 トせる。
てさせる。 11 立てさせる。

一人調べ| 教科書や資料集，地図帳等11 4領域共通

個 |から分かつた事実をノートに1，t方1iL， f王是正--Ji!l%，T)(;"-O)-工長ギ嘉::iJ-.r一面高0)1iL量辱め通ー更科訂蚕採亙尋三
書かせる。 I!I土地利用，人々の様l見学する場所の地理理的条件，働く人引させる。当時の時代
@:ノート，振り返りカード等 1:子等に着目させる。 I的条件に着目させる岬Ij用する人の様子に背景や人々の生活の
→ 自分の解決方法を見出そ1: l' '" -.= ~ ---u 1-"，-" ，-. = ----l着目させる o ，.. 1;様子や思いに着目さ

うとする 自己決定感を味わド ↓せる。
わせるために，学んだ内容1:I ___L________________J 

ι 与;子ーと:事ーの民主孝一吐佃一一一一_Jr-一一一一一一一一一一 』 一一一正論扇某通
調 l見学個 l___________________________VI⑧ :ii1l面:通%函 .-i@Fftii函----------TI1V:-it!i函一一 ----T⑧了手話一一

べ 「グ )v三ーヲ「 一地一|きiギ語~ ， 読育|資料 年1/1 積層模型 ト惨 自然条件，社会卜→施設の位置と利卜→ 出来事，期間，
るト新聞作 成鷹等を有効に活用し，正しいトJ↓→ 土地の様子 1 的条件と地域の関|用する人の願いと|順序，背景

グループト情報を記入させるようにするOIiI@ :写真・絵図 l 迷 i の関連 |⑧ :人材 ・実物・写

証合ぶ 1資本jを亙正面在七をぎゼぷ|卜 人々の様子 I@ :人材 YIB .I@ 人材 YIR '1真 絵図
グループ|@:発言，ノート，振り返 ~II@ :統計資料 | 写真具体物 | 写真絵図 I→様子，因果，背景
→全体 |カード，ウ エ ツ ビ ン グ 図 ポ | 卜 気候，産業 卜人々の工夫や努力卜人々の工夫や努力I!:地図→位置，推

〉トテスト等 ， "'1 1 資料同士の関係I@:統計資料 1⑧ :統計資料 限
→ 有用感 ・有能感 ・自己決11 付けから，自然条卜量，変化等から卜→施設の役割，生降統計資料

定感を味わわせるために学ん11 件と人々のくらし| 産業の特徴 | 活への影響 ト→ 量 ， 変化，背景
だ内容と子どもの感覚を評価11 の様子についてと| 資料同士の関係l 資料 同士の関係l 資料同士の関係t -_~_I>1~_~~ ~ii J; ;'"î~:i ~;~~!} t-~~ ~~l I らえさせるように| 付けから，産業と|付けから，公共施l付けから，当時の

話合い | 学習問題に対する答えを明 ~， 1 する。 1 自分たちの生活と| 設等が果たす役割| 様子や人々の思い
全性 日空巴手哩色 I~ 1 ，.~ 0 の関係のについて| についてとらえさ| をとらえさせる。
個人新開| 学んだことを再構成し，自|リ | とらえさせる。 1 せる。

ま|作成 貯なりの資料を活用し，まと 1"，1tl個 hめさせる。 け L______________ ーよ

め| 崎:ウ エツピング図，ポスト、↓一一一一一一一一一一--------- 竺包男埜塑一一一 丁

る 1テスト 1 r地図，統計資料等|絵図，統計資料， 1 絵図， 統計資料等|年表，地図，統計
1-. 有用感 ・有能感・自己決1 1を活用し，まと

っ
か
む

例えば，指導方法の要件を基に して設定した， 第 5学年「自動車をつくる工業J(産

業的領域)の 「つかむ」過程での具体的な指導方法は以下のとお りであるO

過
指導方法の要件

(学習の形態 ・場，教師 具体的な指導方法
ヰ皇

の具体的な働きかけ)

学習の形態 :個→全体 ⑧ :自動車の部品
学習の場:操作活動話 O 自動車に多種多様な部品があることに気付かせるために，自動車の部品を観察し，気付いたことや

⑧し合:いの場 どのような働きがあるかを発表させ，自動車の部品が l台に何個あるかを想像させる。
.実物 ⑧ :ペーパークラフトの自動車・グラフ(自動車工場の生産台数)

→ 実物を基に，気付き O 組み立て工場で自動車が作られる速さをとらえさせるために，紙製の自動車模型を実際に自分たち
や自分の経験で知って で作る活動をする。 子どもがペーパークラフトの組立に時間がかかる様子が見られたら 「実際はどれ
いることを発表させる くらいの早さで作られているのだろうか」と発問し，組み立て工場の生産台数から単位時間あたりの

つ @ :写真 ・統計資料等 生産量を計算させる。
か → 実物と統計資料と関 0単位時間あたりの生産量に驚く姿が見られたらJ機， rどのようにして自動車生産が行われているのだろう
む 連させ疑，生産の様子に か。jという聞いを導き出すために，多種多 で，約 3万点という部品の数と単位時間あたりの生産

ついて 問をもたせ， 量の多さという事実を関係付け，自動車生産に対する驚きを持たせるようにする。
学習問題を焦点化させ O 一人一人の問いを明らかにするために， FI動車をつくる工業について，子どもがもった様々な驚き
る。 や疑問を恭に，学習問題を設定する。

@ :発言，ノート， ( 自動車をつくる工場では多くの種類や数の自動車をどのようにして速し正確につくっているの |
振り返りカード だろうか。

O 振り返りカードを基に自分の学んだ内容，方法を振り返らせるようにする。
，、，、，、，、，、~，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、，、~，、 ，、 ，、，、，、，、，、，、，、，、，向、 ，、，、，、，、 J、，町、"，.'"'"、，内"岡、~，、，町、~、~，、，肉、，問、，、，問、，向、，問、J戸、~，肉、，問、 f、~f、

ー
よ
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子どもが，よりよく「人間の営みに共感し，自分の生き方を問い続けるjことができ

るために，三つの感覚をどのように味わっているかを教師が見取ると共に，子ども自身

も互いに評価できるようにし，それを指導に生かしていくことにする O

これまでの研究では，診断的評価(ウェッビング図，質問紙等)，形成的評価 (発言，

表情，ノート，振り返りカード，ウ ェッビング図等)，総括的評価 (ウェ ッピング図，

ポストテスト，ノート，作品等)による評価を行ってきた。

これらの評価方法を生かして，子どもの三つの感覚を基にした子どもの姿を見取るこ

とができるようにするために，本年度は振り返りカード，ウェッビング図，ポストテス

トを活用した評価を効果的に取り入れることにする O

これらの評価と合わせて，調べた内容や方法を認められたという受容感をよりよく味

わわせるために，友だちの意見との比較検討の場を大事にし，内容面での理解の深化を

図ると共に，意見を認め合い， r自分の生き方を問い続けるjことができるようにする D

そうすることで，自分の考えと友達の考えを関係付けて振り返りカードに記入する姿が

見られたことからも，自分自身の自己評価を高めることにつながるといえる O

【表 6 評価方法と見取り方】

見取り方

「立てる」過程で設定した学習問題に対する予想と 比較しなが

ら「調べるj過程で学んだことを記入させる。その時の感想から

友達の学びのよさを知る姿や自分の学んだ内容や方法に自信を

持つ有能感や 自分の解決方法を見出そうとする自己決定感を持

つ姿を見取る。その姿が見られた場合は記述したことにアン

ダーラインや丸印で朱書きをする等の価値付けを行う 。その姿

が充分でない場合，授業で活用した資料や補助資料を再度提示

するなどし，内容や方法に関する問いかけやかかわりを行うよ

る

単元の初め，単元の途中 (二重囲みのもの)，単元の最後 (赤

の書き込み)の3度記入させる。認識がどのように広がったか，

また， 事象同士をどのように関連付け られたかを見取る。また，

単元の途中での記入の際に友達と 比較する場を設け，その際の

相互評価を通して自信につながったものに花丸印をつけさせる。

そうすることで，学んだ内容や方法に自信を持つ有能感-有用感

を持った姿を見取る。その姿が充分でない際は，事象同士をつ

なげるための資料提示や発問をし，個に応じた指導を行うよう

にする。

授業の最後に，本時の中心概念を教師が問い，それをノート等

に記入させる。その後，全員でその内容を確認することで， r知
識 ・理解」に関しての基礎 ・基本の定着が図られているかを見取

る。また，子ども一人一人が学んだ内容や方法に自信を持つ有

能感・有用感を持ち，次時の学習に対する学び方について自分の

解決方法を見出そうとする自己決定感を持つ姿を見取ることが

できる。その姿が充分でない場合は，本時の授業を振り返り，中

心資料に再度着目させ個に応じた指導を行うよ うにする。

-32-
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皿 授業プラン例

(第4学年
歴史的領域 用水を引く

1 単元の目標

(1) 地域の発展に尽 くした先人の働きについて関心を持ち，これまでの学習や生活経験

を振り返りながら主体的に取り組むことができる O

(2) 自分たちの生活と，自分たちが住んでいる地域を開発した先人の働きゃ苦心 とを関

係付けながら考えることができる O

(3) 地域の発展に尽 くした先人の働きゃ苦心について，自分の調べたことを明確にして

いくために，絵図や文，年表にまとめることができる O

(4) 自分たちの地域には，強い信念をも って情熱を傾け， よりよい生活を求めて努力し，

地域の発展に尽くした先人がいたことを理解し，地域の発展の陰には多くの人々のく

らしを高めたいという願いや努力，苦心があったことに気付 くことができる D

4 指導計画(全15時間) ※ 但し 評価は形成的評価(評価方法欄の(1)'""(4)は目標と

の対応)

(1) つかむ過程(1時間)

主な学習活動 | 資料と主な働きかけ @ ー資料

l 小野田用水が作ら|⑧ 写真(現在の餅田村があった場所)…A
れた頃の餅田村の様I@ 絵(用水路カ汚|かれる前の餅田村)...B 
子について話し合う」① 米を作るには水を引く必要があったことに気付かせるために.2つの資料を比較させ，用水路が作られた

2 小野田用水につい| ことをとらえさせる。
てはっきりさせたい|⑧ 断面図 (恩川と別府)11の聞の餅田村)...c 
ことを話し合い，学10 r水を引くために何か工夫をしたのではないか。」と疑問をもたせるために，川 よりも高い位置にあること
習問題を設定する。iに餅田村があることに着目させる。
，[、瞬間回世什ドmll@ 実物 (もっこ)

r、t，ヰot-;C.[手話II@先人の苦労に気付かせるために，実際にもっこを持たせ，大変な苦労をして作っていることをとらえさせるo

t..-h 勺~~L ;;-~~ 11⑧ 数値 (小野田用水の長さと作成年数)
労苦'したらモ1:，'.);，~ 11② 大変な苦労をして作っていることに気付かせるために.llkmの長さの用水路を 6年かけて作っている こと

ノ o II から，先人の働きゃ苦心に着目させる。

(2) 立てる過程(1時間)
主な学習活動 資料と 主な働きかけ ⑧...資半'1

3 予想し，調べる内容や方法， ① 一人ひとりの予想を確かなものにするために，開発にかかわった人々の作るための工夫と開
!@!序について話し合う 。 発後の変化から学習問題に対する 予想を立てさせる。
〔調べる内容 ・追究の柱〕 ④ 調べる観点を明確にするために，自分なりの予想をさせ，それらをグループで集約して考え

O 用水路の作り方 させるようにする。
O 用水路を作った連出 (人々の @ 見学のしおり

願い) O 見学の見通しをもたせるために， 小野田用水見学の 日程やルー トを示し，何を見たいか考え
させるようにする。

(3) 調べる過程 (11時間)
主な学習活動 | 資料と主な働きかけ ⑧…資料

4 小野田用水を見学する。 1⑧ 見学のしおり，読み物資料
5 観察や聞き取りを通して分か|⑤ 具体的な観察や聞き取りの観点を明確にするために，見学場所を地図で確かめ させ，疑問
ったことを基に，グループで整| に思ったことを話し合わせる。
理する。 10各自の小野田用水についての考えを確かなものにするために，調べたことを話し合わせ，グ

ループ新聞に整理させる。

勺

Jq
u
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2 本小単元設定の意義

本単元「用水を引 く」における地域の発展に尽 くした先人の働きを中心とした学習内

容は，現地に行って見学をしたりも っこを担 ぐ作業をしたりという 有用な体験を味わわ

せたり，これま での学習で、昔の道具を扱った経験を基に，新たな疑問を生み出したりす

ることができるという 学習内容の要件に合致している O そして，歴史的領域であるが，

断面図や地形図などを活用することで地理的な見方 -考え方を高めることもできる O ま

た，昔の道具を扱った経験から，I用水路を作るための新たな道具に出合っ ても，勉強

したことや遊んだことを生かして学習することができるよ。Jとい う感覚を味わいなが

ら培いたい力を高めることができる O このことから，鹿児島市西佐多町にある小野田用

水を扱うことが妥当であると考える D

3 評価規準(総括的評価)

社会的事象への関心 -意欲 ・態度 地域の発展に尽くした先人の働きに関心をもち，進んで、調べようとする。

資料活用を基に した思考 ・判断 自分たちの生活と考，自分たちが住んでいる地域を開発した先人の働きや苦心
とを関係付けながら えることができる。

自分の考えを整理， 再構成した表現 絵図や文，年表を基に，地域の発展に尽くした先人の働きゃ苦心について説
明できる。

社会的事象についての知識 ・理解 地域の発展に尽くした先人の願いや工夫・努力をとらえることができる。

子どもの姿と具体的な働きかけ ⑨…評価 ⑨…形態や場

① 写真と絵を比較させることで，水をヲlいてきたから，米が植えられるようになったのだということに気付かせる。そこで.Iな
ぜ，昔の人たちは水を引くことができなかったのだろうか。」と聞いながら，断面図を掲示することで，水は低いところから高い
ところには流れないから，高いところにある餅田村には水が引けないのだということに気付かせる。

② ここでは，片子山にあった岩を実際に担がせる。担いだ子どもたちは「重い，持ちたくない。」と言い出すの で. I昔の人た
ちはどのようにして作業を進めていたのだろうか。jと聞い. I手作業で作業を進めたのだ。jということに気付かせる。そして，
それらの作業が6年間にも及び. 1 1 kmの用水路を作った事実を知ることで. Iすごい。J.Iどんな工夫をして作ったのだろう
か。Jという驚きや疑問をもたせるようにする。これらから，学習問題が設定される。

審伽地域の発展に尽くした先人の働きに関心をもっ様子 (発表つぶやき ノート)
もっこを実際に担いだ経験を基に全体で話し合うことができる場

[ゲス トティーチャ ー (GT)を活用するときのポイント

本小単元では.GTとして，地元に長く住んでいらっ しゃる方に，小野田用水につい
てご説明をいただいています。 小野田用水のことを昔から知ってらっしゃる方の話を
聞くことを通して，地域の発展に役立っていることを子どもたちは実感としてとらえ
ることができます。その際は，次のことに気を付けるといいでしょう 。
1 何を調べるための見学なのか
子どもたちが何を調べるのか，子どもたちが追究することについて説明する必要が
あります。具体的には追究の柱を基にして，それぞれにかかわることを見聞きさせ
たいことをf云えます。

2 どんなルートを考えていて， 何に着目させたいのか
本小単元の場合は，施設の中ではなく，屋外ですので，具体的な見学ルートを考える
必要があります。そして，その中で，取水口や川の支流を横切る用水路，苦からの石
垣，石越， 山沿いに流れる用水路に着目させながら，追究させていくことを伝えます。

3 子どもたちの安全面に対する配慮
子どもたちを引率していくので，安全面の配慮が必要です。道路歩行のさせ方，ど
この横断歩道を渡るか，危険箇所はどこかなど事前に確認します。また，トイレや
給水場所などが確保できるのかなども見学をさせる上で大事なポイントになります。
パスなどを利用する際は，パスをどこに停めるかなども打ち合わせましょう 。

これは，だんぐいと言って，川|の
水を堰き止めるために住んでいる人

子どもの姿と具体的な働きかけ @…評価 ⑨…形態や場

③ 子どもたちの予想は，大方が用水路の作り 方に向かうことが考えられる。そこで，予想を広げ，深めるために，
人々の願いやくらしに目を向けている考えを認め，全体に広げることで，新たな予想を見出すことになる。

④ 4年生にもなると，子どもたちは根拠をしっかりともって予想を立てる ことができるようになりつつある。自分
がもった考えを友達に伝える活動を通して，子どもたちは自分の考えのよさや友達の考えのよさを味わうことがで
きる。そのようにして考えを高めた子どもたちの姿を机間指導しながら認め賞賛していく 。

⑧ (1)の地域の発展に尽くした先人の働きに関心をもっ様子 (発表，つぶやき，ノー ト)
⑫ もっこを実際に担いだ経験を基に全体で話し合うことができる場

子どもの姿と具体的な働きかけ @…評価 ⑨…形態や場

⑤見学するだけでは，子どもたちは用水路を作るこ とになったきっかけや人々の働きや苦心を十分に考える ことが
できると言えない。そこで，読み物資料を準備し，子どもたちに読ませることによって，見学で見聞きしたことを
さらに深めることができるようになる。また， 見学のしおりを生かして，見学の流れを把握させておくことによっ
て，子どもたちは見通しをもって見学に参加することができる。

4
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6 グループでまとめI@ 実物 (積層模型)…D
たことを発表し，小10 山沿いに流れていることをとらえさせるために，用水路
野田用水の開発にか| の流れる位置に着目させる。
かわ った人々の働き l⑧ 地形図，断面図…E
や苦心について話し10 水を得るための工夫をしていることをとらえさせるため
合う 。 1 に， 山に沿って曲がりくねっていることに着目させたり，
(1) 作る人々の工夫 | 水の流れる性質を生かして用水路が作らていることを読み
(2) 開発後の人々の| 取らせたりする。

くらしの変化 I@ 写真 (小川 を横切る用水路)，実物(用水路の模型) F 
⑤ いつでも水が得られるようにしていることに気付かせる

ために，水量の調節ができることに着目させる。
@ 写真 (水稲と陵稲)…G
⑦ 人々の願いが叶えられたことに気付かせるために，水が

ヲ|けるようになった結果 どんなことが変わったのかを話
し合わせるようにする。

⑧ 米のラベル (吉田米)…日
O 昔の人のおかげで今も小野田用水の水を使って米が作ら

れていることをとらえさせるために，ラベルの住所に着目
させるようにする。

/もち田村(:木をgmポlこF人々01
しどんなエえをしとのためか¥@ a 

(4) まとめる・生かす過程 (2時間)

主な学習活動 資料と主な働きかけ ⑧・・・資料

7 調べたことを基に， 小 O これまでの学習を振り返りながら取り組ませるために，学習問題に対する 自分の
野田用水の開発について 考えを明らかにさせる。
分かったことを新聞にま ③ 他に関心をもった課題は，家庭学習などで調べさせ，その結果を全体で発表させ
とめる。 る。

8 県内の開発について自 ⑧ 地図 (県内の主な開発地域)
分なりに追究 したいこと O 自分で調べる場所に関心をもたせるために地図を示し，自分の生活経験などから
を決め，調べたことを発 追究対象や調べる方法を考えさせる。
表する。
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⑤ 流水実!換をすることで，子どもたちは水の流れを基に，水門で水の流れが遮戸 |今から |年代
れた結果，別の方向に水が流れるようになることを話し合いながら分かるよっに

なる。そして，1なぜ，このよう に水を堰き止めて，流れを変えるのだろうか。」
と問うと ，子どもたちは友達と話し合うことができるようになる。 1410年前

⑦ 水稲と陸稲の実物だけを見る と，ほとんど区別ができないが，実際に植えてい
るところの写真を掲示し，地面に着目させることで，水が張られていない方が 1

1664
1ふれ田用水開通

L _ ~" 1 10 片子岳トンネJレを
陸稲であることに気付 くことができる。 1340年前ほり ふれ聞いぜ

そして，読み物資料で調べたことや， GTに教えてもら ったことを基にして， 1 き・用水路を関心

陸稲がどの ような作物であるかということや，水稲が植えられるようになった結 11726 1片子岳トンネル修理
来 人々のくらしがどのようになったのかを話し合うことができる。 10地ばんがもろく，

O 開発後の用水路の経路と，現在の用水路の経路を比較させることによ って，読 |お附! 122225221h 
み物資本|の中にも書かれている 1400年前に作られた小野田用水が，現在住んでい | ぴ，修理した。

る人々の生活でも，防火用水としても農業用水としても生かされている」という 11861 1ふれ田いぜきのかいり
ことをより実感としてとらえることができる o ょう

I. . ~ ，.. ~. 1 10 こう水のたびに，O 子どもたちに追究の柱に沿って分かつたことを整理させる際に，私たち教師は 1140年前せきがこわれたので
子 どもたちがより追究できるようにするために，補助資料を持ち込んで、，子ども 固にかいりょうを願

たちの学習にかかわる。例えば，読み物資料の年表の読み取 り方が分からない子 | い出た。

どもには，今から見て何年前にどんなことがあったのかを読み取れるよっにする。 |小野田用水が完成してから
子どもたちが調べ活動をしているときこそが個別にかかわれるチャンスである。 I

QlD (1)のこれまでの学習 (見学)を基に， (2)の自分たちの生活と ，自分たちが住んでいる地域を開発 した先人の働き

や苦心 とを関係付けて考える姿。(3)の調べたことを絵図や年表を使ってグループ新聞に表現する姿。(グループの話

合い，グループ新聞，見学のしおり，ノート)
⑫ 見学したことを基に，グループで話し合いながら，追究の柱ごとに自分の考えを補強・強化・ 修正する場

主な出来事

1593 1小野田用水開通
O 島津務の開田作業
として，小野田いぜ
き 用水路を開く。
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この幅と深
さの用水路が
llkm続くこと
から， 1なぜ，
こんなに長い
用水路を作っ
たの だ ろ う
か。」という疑
問をも たせた
し、。

なぜ，こん
なにも 長い用
水路を作った
のだろうか?

地域素材教材化のポイントから，1子どもの知的好奇
心を高められる」教材だったと考えられる。

子どもの姿と具体的な働きかけ @…評価 @…形態や場

③ 他にも，地域の開発に尽くした人について調べたいという子どもには，副教材「わたしたちの鹿児島県jを活用

するとよい。私たちの住む鹿児島県の他の地域では，どんなことを克服して現在も生かされているのかを調べるこ

とを通して，郷土鹿児島県に住むよさを味わうことができる。または，教si!i側でいくつか題材を選んで=おき，それ

らを選択させて，お互いに調べたことを発表しあう活動も考えられます。その際も，本単元の学習問題や追究の柱

を生かして調べさせるようにする。

@ (1)の向分たちの生活と先人の働きゃ苦心に意志決定をする姿。(4)のことをとらえる姿。(個人新聞，テスト )

⑫ 本単元で学んだことを振り返らせながら，個人で、新聞にまとめる場
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IV 研究の成果と課題

わたしたちは「人間の営みに共感し 自分の生き方を問い続ける社会科授業の創造」

という主題で 3年間の研究を進めてきた。その結果 次のような成果と課題を得ること

ができた。

LJ 研究の成果

〈本年度 (3年次)研究の成果〉

O 自分の学びのよさを味わう子どもの姿を着眼点にし その基になる感覚を三つの培

い力との関連で分析することで，学習内容，指導方法を含む学習指導の考え方を明ら

かにすることができた。

O 指導方法に関しては 領域ごとに指導方法の要件を設定することにより，指導方法

を具体化 し，培いたい力をこれまで以上に高めていくことができた。

O 自己評価，相互評価を関連させた評価方法を取り入れたことで，自分のよさを味わ

いながら友達のよさを自分の学びに生かそうとし 自分の生き方をこれまで以上に問

い続ける姿が見られた。

〈シリーズ (1"-'3年次)研究の成果〉

O 前研究で得た 思考 ・判断技能 ・表現における発達特性を踏まえながら，関心-

意欲，態度の面から子どもたちが自分の生き方を問い続ける姿を明らかにすることが

できた。

O 子どもが常に自分の学びを振り返りながら追究することができるような自己評価を

検討することで，自分の学びのよさを味わいながら学習に取り組むことができた。

O 社会科における培いたい力を明確にすると共に 「人間の営みに共感し，自分の生き

方を問い続けるJ子どもの姿が確実に表れるための学習内容設定や指導方法のの在り

方を明らかにできた。

(2 研究の課題

O 子どもの培いたい力の中でも特に問題解決能力をより確実に定着させるための個に

応じた指導方法の改善が必要である O 特に，学ひ1文った力をどのように発揮させるか

を，学年の発達段階を考慮して明らかにさせていくことが必要である O

O 新学習指導要領に向け，地域素材の見直しをはじめとする教材開発や授業への具体

化が必要である O

。参考文献

O 文部省「小学校学習指導要領解説社会編J (日本文教出版株式会社出版 平成11年)

O 鹿毛雅治著 「子どもの姿に学ぶ教師 『学ぶ意欲』と『教育的瞬間』

(教育出版 2007年)

O 長瀬荘一著 「関心・意欲・態度(情意的領域)の絶対評価J 明治図書 2003年)

O 古藤泰弘編 「学習力を育てる授業J 教育開発研究所2007年)
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